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４．「私は在る、私は存在する」という« pronuntiatum » 
４－１．« pronuntiatum »としてのコギトの真理根拠の特異性について 
















えるたびごとに、必然的に真である、と」（Medit., AT-VII, 25.） 
 
 ここでは« pronuntiatum »を敢えて訳出しなかったが、研究史を省みる限り、これは
「命題」と訳されるのが常であった i。しかしマリオンが指摘するとおり、
« pronuntiatum »から« proposition »への変更は改悪である。デカルト形而上学の第一原
理であるコギト（本論文で「コギト」という場合、« je pense, donc je suis; ego cogito, ergo 
sum »に限らず、« ego sum, ego existo »や« dubito, ergo sum »とも表されるような、自ら
が思惟するということから導き出される〈私〉の存在を意味するものとする）に対し







































ィが「私は存在する、という命題［propositionis, Ego existo］」（3ae Obj., AT-VII, 173.）










« propositio »との区別によって浮き彫りとなるのである。 
 加えて、コギトにおける「私がこれを言い表すたびごとに、あるいは精神によって
捉えるたびごとに」という時間性に鑑み、数学的真理と同様にコギトも神による確実





























え、« pronuntiatum »の訳語が« proposition »（Meditations., AT-IX, 19.）となっており、この箇所に
関して既存の英訳（translated by Haldane, Elizabeth S., Cambridge: Cambridge University Press, 1911.; 
translated by Moriarty, Michael., Oxford: Oxford University Press, 2008. など）や独訳（übersetzt und 
herausgegeben von Buchenau,  Ärtur., Hamburg: Verlag von Felix Meiner, 1915.; übersetzt und 
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とみなす者もいる。Cf. Marion, Jean-Luc., Sur la théologie blanche de Descartes (Paris: Presses 
Universitaires de France, 1981), p. 381.; Id., Sur le prisme métaphysique de Descartes (Paris: Presses 
Universitaires de France, 1981), p. 157.; Rosenthal, David M., ‘‘Will and the Theory of Judgment’’, in 
Essays on Descartes’ Meditations, ed. Rorty, Amélie (Berkeley: University of California Press, 1986), p. 
422.; Brown, Marshal., Turning Points: Essays in the History of Cultural Expressions (Stanford: Stanford 





訳されているからである。Cf. 所雄章『デカルトⅡ』（勁草書房、1971 年）、103 頁。 
ii Cf. 村上勝三『数学あるいは存在の重み デカルト研究２』（知泉書館、2005 年）、77-99 頁。 
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